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快適住まいの
リフォーム専門店
・水まわり工房イベント開催中
・耐震補強のご相談受付中
・外装・屋根・内装・耐震・省エネ
桶川市坂田東１－１－７

http://www.sumai-network.jp/kaijuu/

桶桶川川市市協協働働推推進進提提案案事事業業
震震災災チチャャリリテティィ映映画画上上映映会会

こ おり まち

福島県桑折町を舞台にした映画「物置のピアノ」の上映会に829
人が来場しました。 （10月10日：市民ホール）
次のとおり、入場料の一部を義援金として日本赤十字社を通じて
被災地へ送金しました。
東日本大震災義援金 149，782円 熊本地震災害義援金 149，782円

ボボラランンテティィアア・・市市民民活活動動見見本本市市

この催しは、社会福祉協議会に登録があるボ
ランティア団体、市民活動団体などが活動内容
を紹介し、ボランティアについて理解を深めて
もらおうと開催されています。
今回初めて、市内中学校2校が参加。生徒ら
は、パネル展示のほか他団体の体験ブースを巡
り、交流を深めていました。

（10月23日：地域福祉活動センター）

桶桶中中陸陸上上部部員員にに““夢夢とと希希望望をを””
立教大学在学中に4年連続箱根駅
伝に出場した市内在住の福島隆さん
が、母校である桶川中学校陸上部の
部員を対象に講演を行いました。福
島さんは、2年生で出場した第38回
大会で1区（東京－鶴見間）を走り、
当時区間2位でたすきをつないだこ
とが一番の思い出に残っているそう
です。講演後、桶中陸上部の松尾部
長は、「目標を持つことの大切さを
学びました。先輩の心を引き継いで
いきたい」と話していました。

（10月29日：桶川中学校）

ちちびびっっここおおばばけけがが市市役役所所をを訪訪問問 この催しは、日出谷保育所が
主催する祖父母を対象とした保
育参観として行われました。ハ
ロウィーンの仮装をした園児た
ちは、お散歩の途中に市役所に
立ち寄ってくれました。当日は、
市長と「オケちゃん」が園児ら
をお出迎え。特製のペンダント
やお菓子をプレゼントしました。

（10月24日）

桶桶川川市市がが「「個個人人住住民民税税市市町町村村表表彰彰
（（納納税税率率部部門門））」」でで受受賞賞

「個人住民税市町村
表彰（納税率部門）」で
県知事より表彰を受け
ました。この表彰は、市
民の皆様のご理解とご
協力によるものです。あ
りがとうございました。
（10月17日：知事公館）

ささつつままいいもも掘掘りり体体験験

この取り組みは、地場産の農作物に親しんでもら
おうと桶川市認定農業者協議会の主催で行われてい
るものです。当日は、84人が参加。今年の栽培品種
「べにはるか」の収穫を楽しみました。（10月16日）

交交通通安安全全ををすすすすめめるる会会がが
交交通通安安全全啓啓発発メメッッセセーージジをを伝伝達達

交通安全対策
を県政の重要課
題として取り組
むこと、また「地
域における交通
事故死ゼロ」を
めざし、地域の
実態に即した交

通安全対策の一層の推進をお願いする埼玉県知事からの
メッセージを小野市長へ伝達しました。 （9月26日）観観光光ププロロモモーーシショョンン事事業業

ワワーーククシショョッッププ
「じゃらん」桶川

版（仮）を作成する
ためのワークショッ
プが9月から3回に
分けて開催されまし
た。市民の意見を取
り入れた冊子は、来
年3月に発行する予
定です。
（9月10日・29日、
10月15日：OKEGA
WA honプラス＋
「イベントスペー
ス」他）

日日本本薬薬科科大大学学講講師師にによよるる健健康康講講座座をを開開催催
健康づくりサポーター

養成講座において、5月
に相互連携協定を締結し
た日本薬科大学の糸数七
重さんを講師に迎えた
「アロマセラピー健康講
座」が行われました。受
講生は、講義のほか「香
り体験」で癒しの時間を
過ごしました。
（10月28日：

保健センター）
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まちの話
題

小松茂男
代表取締役社長

市
内
で
元
気
に
が
ん
ば
る
商
店
や
会
社
な

ど
の
活
動
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
紹
介
し

ま
す
。
今
回
は
、
屋
外
広
告
の
エ
キ
ス
パ
ー

ト
「
コ
マ
ツ
ア
ー
ト
デ
ザ
イ
ン
株
式
会
社
」

こ
ま
つ
し
げ
お

の
小
松
茂
男
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

―
会
社
に
つ
い
て

コ
マ
ツ
ア
ー
ト
デ
ザ
イ
ン
は
、
昭
和
56
年

8
月
に
創
業
し
ま
し
た
。
業
務
は
、
屋
外
広

告
の
デ
ザ
イ
ン
・
施
工
・
管
理
が
中
心
で
す
。

―
一
番
印
象
深
い
仕
事
に
つ
い
て

新
座
市
野
火
止
に
あ
る
高
さ
30
メ
ー
ト
ル

の
水
道
タ
ン
ク
の
デ
ザ
イ
ン
を
手
が
け
た
こ

と
で
す
。
お
客
様
の
要
望
は
、
近
隣
住
民
に

対
し
て
水
道
タ
ン
ク
の
威
圧
感
を
視
覚
的
に

や
わ
ら
か
く
す
る
こ
と
。
こ
れ
ま
で
、
い
か

に
「
目
を
引
く
か
」
に
腕
を
振
る
っ
て
き
た

こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、
環
境
に
溶
け
込
み

「
目
立
た
せ
な
い
」
の
が
目
的
で
あ
っ
た
こ

の
仕
事
は
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

―
仕
事
の
流
儀

う
ち
は
、
こ
れ
ま
で
営
業
担
当
を
置
い
た

事
が
な
い
ん
で
す
よ
。
お
客
様
の
要
望
に
応

え
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
付
加
価
値
を
提
供
し

て
き
た
結
果
、
お
か
げ
さ
ま
で
仕
事
は
全
て
、

お
客
様
か
ら
の
紹
介
か
口
コ
ミ
で
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

―
防
音
商
品
を
開
発

屋
外
広
告
を
兼
ね
た
小
型
の
カ
ラ
オ
ケ
ボ

ッ
ク
ス
を
手
掛
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

カ
ラ
オ
ケ
店
の
店
先
に
設
置
し
、
実
際
に
歌

っ
て
い
る
様
子
が
広
告
に
な
る
と
い
う
斬
新

な
デ
ザ
イ
ン
か
ら
人
気
を
博
し
ま
し
た
が
、

お
店
が
あ
る
商
店
街
の
人
通
り
が
少
な
く
な

る
と
「
音
楽
が
う
る
さ
い
」
と
の
ク
レ
ー
ム

が
来
る
よ
う
に
な
り
、
防
音
性
能
の
向
上
に

取
り
組
ま
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。
防

音
に
つ
い
て
は
、
何
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
事

か
ら
、
苦
労
し
た
も
の
の
、
常
識
に
と
ら
わ
デ
シ
ベ
ル

れ
な
い
開
発
が
で
き
、
壁
幅
6
㎝
で
50
㏈

下
げ
る
と
い
う
当
時
、
同
業
者
が
成
し
得
な

か
っ
た
商
品
を
作
り
あ
げ
ま
し
た
。

し
ゃ
お
ん

き
ゅ
う
お
ん

―
「
遮
音
」
と
「
吸
音
」

防
音
の
方
法
は
、
外
部
に
音
を
も
ら
さ
な

い
よ
う
に
す
る
「
遮
音
」
と
、
騒
音
と
な
る

音
を
小
さ
く
す
る
「
吸
音
」
に
分
け
ら
れ
ま

す
。
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
の
防
音
対
策
で
、

音
の
「
ノ
ウ
ハ
ウ
」
を
得
た
こ
と
か
ら
、
オ

ン
リ
ー
ワ
ン
商
品
を
開
発
し
よ
う
と
「
吸

音
」
の
分
野
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
試

行
錯
誤
の
末
、「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
」

こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
新
商
品
「
消
音

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
」
を
2
年
半
か
け
て
開
発

さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
新
商
品
は
、
音
を
吸
い

デ
シ
ベ
ル

取
り
、
30
㏈
ほ
ど
下
げ
る
も
の
で
、
人
の

話
し
声
は
聞
こ
え
る
が
、
話
の
内
容
ま
で
は

わ
か
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
す
。「
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
を
守
る
」
こ
と
が
目
的
な
ら
ば
、
こ

の
レ
ベ
ル
で
十
分
で
す
。
何
よ
り
設
置
コ
ス

し
ゃ
お
ん

ト
が
、
こ
れ
ま
で
の
「
遮
音
」
の
も
の
と
比

べ
、
3
分
の
1
に
抑
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

―
今
後
の
展
開
に
つ
い
て

自
分
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
「
技
術
」

と
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
あ
る
息
子
の

「
デ
ザ
イ
ン
力
」
を
合
わ
せ
て
こ
の
「
消
音

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
」
の
商
品
力
を
高
め
て
い

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
息
子
に
コ
マ
ツ

ア
ー
ト
デ
ザ
イ
ン
を
継
い
で
も
ら
っ
て
、
自

分
は
「
商
品
」
で
は
な
く
「
作
品
」
作
り
に

没
頭
す
る
の
が
夢
で
す
ね
（
笑
）

コ
マ
ツ
ア
ー
ト
デ
ザ
イ
ン
㈱
（
若
宮
2
―
17

―
1
）
�
７８６
―
６
６
６
０
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第
9
回
コ
マ
ツ
ア
ー
ト
デ
ザ
イ
ン
株
式
会
社

第41回 桶桶川川市市民民ままつつりり
秋晴れのもと、中山道・桶川小学校校庭・ことぶき広場
などを会場に桶川市民まつりが開催されました。今回初め
て「おけがわ子育てフェスティバル」を同時開催。多くの
市民で賑わいました。 （11月3日）

110022歳歳でで現現役役ププレレーーヤヤーー

102歳の今でも、なお現役でグラウンド・ゴル
フを続ける武本芳一さんに対し「他の会員に元気
と勇気を与えた」という理由から埼玉県グラウン
ド・ゴルフ協会より感謝状が贈呈されました。

人気の「桶川牛乳」当日、昼すぎに完売しました。

「皇女和宮行列」の様子
▲皇女和宮

「
お
け
が
わ
子
育
て

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」の
様
子

消音パーティション

野火止にある水道タンク
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俳

句

（
選
句
協
力
…
桶
川
市
俳
句
連
盟
）

（
敬
称
略
）

虫
た
ち
の
発
表
会
か
聞
き
惚
れ
る

寿

土
井

清
子

秋
う
ら
ら
歌
に
合
わ
せ
て
手
話
習
う

坂
田

山
口

宏
子

公
園
を
行
く
傘
ひ
と
つ
初
時
雨

上
日
出
谷

押
川

孝

秋
夕
焼
最
終
便
の
縄
電
車

坂
田

小
林

茂
之

秋
の
田
の
喜
色
一
気
に
刈
り
進
む

坂
田

小
宮
山

勝

鰯
雲
季
節
の
移
ろ
い
空
に
観
る

朝
日

金
子

惠
子

コ
ス
モ
ス
に
背
丈
越
さ
れ
し
道
祖
神

朝
日

大
野

君
子

秋
灯
あ
れ
こ
れ
そ
れ
と
長
話
し

泉

山
崎

洋
子

蔵
の
街
風
に
甘
薯
の
香
が
混
じ
る

加
納

髙
橋

眞
次

ゆ
っ
た
り
と
名
も
な
き
山
の
紅
葉
狩
る

泉

山
中

次

短

歌

蠟
い
ろ
の
花
咲
く
茗
荷
清
や
か
に
光
と
ど
か
ぬ
藪
か
げ
に
生
う

若
宮

山
蔭

明
代

新
し
き
筆
の
穂
先
を
試
し
み
る
窓
を
揺
ら
せ
し
「
秋
風
」
と
書
く

東

田
中
美
智
子

小
春
日
に
風
呂
敷
我
の
首
に
掛
け
頭
を
刈
り
し
若
き
日
の
母

西

岸

仲
夫

頻
繁
に
庭
に
来
て
い
る
ス
ズ
メ
蜂
我
は
は
ら
は
ら
窓
越
に
見
る

下
日
出
谷

山
下

恭
子

終
電
の
発
ち
て
次
々
灯
の
消
ゆ
る
ホ
ー
ム
の
上
に
残
る
満
月

坂
田

小
林

茂
之

バ
ス
ツ
ア
ー
休
憩
の
間
に
早
ぐ
い
を
競
う
ご
と
く
に
新
蕎
麦
す
す
る

泉

外
山

ナ
ミ

宿
坊
の
夕
餉
の
膳
の
胡
麻
ど
う
ふ
朱
い
ろ
清
け
き
も
み
ぢ
添
へ
あ
り

朝
日

大
野

君
子

2月生まれ のの子子どどもものの写写真真（（33歳歳ままでで））をを募募集集ししまますす。。応応募募はは写写真真（（顔顔全全体体ががははっっききりりとと写写っってて
いいるるもものの、、裏裏面面ににおお子子ささんんのの名名前前））とと、、別別紙紙にに①①おお子子ささんんのの名名前前（（ふふりりががなな））・・②②生生年年月月日日・・③③保保護護者者
名名・・④④住住所所・・⑤⑤電電話話番番号号・・⑥⑥簡簡単単ななメメッッセセーージジ（（5500字字程程度度））をを明明記記しし、、〒〒336633－－88550011住住所所記記入入不不要要
桶桶川川市市役役所所秘秘書書広広報報課課「「ははっっぴぴいいばばーーすすででいい」」担担当当宛宛ててににおお送送りりくくだだささいい。。（（1122月月1155日日消消印印有有効効））
※※応応募募者者多多数数のの場場合合はは抽抽選選ととななりりまますす。。※※過過去去にに掲掲載載さされれたたおお子子ささんんののごご応応募募はは、、ごご遠遠慮慮くくだだささいい。。

応募要領

�
①
作
品（
俳
句
は
1
人
3
句
、短
歌
は
1
人
1
首
ま
で
／
ふ
り
が
な
を
付
け
、必
ず
楷
書
で
記
入
）

②
住
所
③
氏
名（
ふ
り
が
な
）
④
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え【
郵
送
】【
直
接
】ま
た
は【
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
】（
ト
ッ
プ
ペー
ジ
�
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
�
お
け
が
わ
文
芸
か
ら
投
稿
）で
秘
書
広
報
課
へ
。

�
発

表
…
毎
月
の
選
考
会
に
よ
り
、
上
位
、
俳
句
10
句
、
短
歌
7
首
を
応
募
順
に
掲
載

�
締
切
り
…
12
月
15
日
消
印
有
効
（
今
回
の
応
募
は
、
2
月
号
の
掲
載
と
な
り
ま
す
。）

１２月生まれ
だよ！

はる き

福田 遥輝ちゃん〈鴨川〉
遥輝2歳のお誕生日おめでとう！歌
やダンスがとても大好きで、いつも
みんなを楽しませてくれるね‼これ
からもニコニコ笑顔で元気に成長し
ますように。遥輝の未来よ輝け‼

しゅう や

関口 柊哉ちゃん〈末広〉
しゅうくん、2歳のお誕生日おめで
とう！これからも元気で笑顔がいっ
ぱいで過ごせますように♪大好きだ
よ�

あか り

松尾 紅里ちゃん〈加納〉
3歳のお誕生日おめでとう�紅里が
いてくれるだけで、みんなが幸せな
気持ちになります。これからも色々
なものに興味をもって、笑顔で毎日
過ごそうね�

ゆう と

加藤 佑都ちゃん〈坂田東〉
いつも周りのみんなを笑顔にさせて
くれてありがとう。みんなゆうくん
のことが大好き�1歳のお誕生日お
めでとう‼

しゅん

前原 駿ちゃん〈坂田東〉
お誕生日おめでとう！こんなに元気
になって、成長してくれてありがと
う。お姉ちゃんとスクスク大きくな
ぁれ‼

けん ご

兵頭 兼吾ちゃん〈朝日〉
3歳のお誕生日おめでとう。いつも
みんなを笑顔にしてくれてありがと
う。たくさんの笑顔で元気に大きく
なってね。
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開
催
し
ま
す

■
民
謡
米
屋
会
創
立
45
周
年
記
念
発
表
大

会
『
民
謡
米
屋
会
』

12
月
3
日
㈯
9
時
開
場
、
9
時
40
分
開
演
、

16
時
30
分
終
演
／
市
民
ホ
ー
ル
／
無
料
／

民
謡
、
舞
踊
、
カ
ラ
オ
ケ
、
福
引
な
ど
／

福
引
大
会
も
あ
り
ま
す
／
大
山
�
775
―
2

6
2
0

■
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
『
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
桶

川
第
1
団
』

12
月
23
日
（
金
・
祝
）
9
時
〜
12
時
30
分

※
昼
食
な
し
／
川
田
谷
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
お
よ
び
農
村
広
場
／
無
料
／
幼
稚
園
年

中
の
年
齢
〜
小
学
校
4
年
生
ま
で
の
お
子

さ
ん
と
そ
の
保
護
者
／
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

の
出
し
物
を
見
学
し
、
野
外
で
ゲ
ー
ム
を

し
ま
す
。
な
る
べ
く
事
前
申
込
み
を
し
て

く
だ
さ
い
（
当
日
参
加
も
歓
迎
）。
詳
し

く
は
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
桶
川
第
1
団
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
／
松
田
�
787
―
0
1
7
2

募
集
し
ま
す

■
生
け
花
『
一
葉
式
』

毎
月
第
2
・
第
4
火
曜
日
10
時
〜
12
時
／

桶
川
公
民
館
調
理
室
／
数
人
／
月
額
1
�

0
0
0
円（
花
代
1
回
に
つ
き
別
途
900
円
）

／
池
田
�
786
―
1
5
4
4

■
第
57
回
桶
川
学
生
書
き
初
め
展
『
桶
川

書
道
人
連
盟
』

平
成
29
年
1
月
12
日
㈭
〜
15
日
㈰
／
市
民

ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ⅰ
／
出
品
料
600
円
／

幼
年
、
小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
／
12

月
10
日
ま
で
に
申
込
み
連
絡
の
上
、
平
成

29
年
1
月
12
日
午
前
9
時
会
場
に
持
参
す

る
／
熊
井
�
�
789
―
3
7
0
0

■
社
交
ダ
ン
ス
会
員
募
集
『
マ
ー
ガ
レ
ッ

ト
』

毎
週
金
曜
日
10
時
〜
12
時
／
東
公
民
館
ま

た
は
勤
労
福
祉
会
館
／
5
人
／
月
額
2
�

5
0
0
円
／
男
性
会
員
／
浅
野
�
090
―
6

1
7
8
―
7
7
5
0

■
書
き
初
練
習
会
『
紅
の
花
書
の
教
室
』

12
月
24
日
㈯
／
農
業
セ
ン
タ
ー
和
室
／
500

円
（
手
本
、
紙
、
お
や
つ
）
／
小
・
中
学

生
（
未
学
習
者
）
／
書
初
の
宿
題
を
仕
上

げ
よ
う
。
小
・
中
学
生
集
ま
れ
。
指
導
者

多
数
／
福
島
�
775
―
3
4
0
3

■
年
越
し
そ
ば
を
あ
な
た
の
手
で
『
圏
央

手
打
ち
そ
ば
ク
ラ
ブ
』

毎
週
金
曜
日
10
時
〜
16
時
／
東
公
民
館
、

川
田
谷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
／
1
回
1
�

0
0
0
円
（
材
料
費
）
／
打
っ
た
そ
ば
を

食
べ
た
り
、
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
／
樋
口

�
090
―
3
3
4
8
―
6
0
9
8

2月号の締め切りは、12月9日（金）です。
※締め切りを過ぎた場合は翌月号の掲載となります。

※
内
容
・
文
責
に
つ
い
て
は
、
団
体
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
公
共
施
設
で
活
動
す
る
団
体
は
、
場
所

が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

■
投
稿
規
程

○
投
稿
は
所
定
の
用
紙
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
）
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

○
政
治
、宗
教
、営
利
、個
人
活
動
な
ど
を

目
的
と
し
た
も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

○
開
催
記
事
は
広
く
市
民
一
般
を
対
象
と

し
た
も
の
で
、
同
一
内
容
を
2
回
以
上

掲
載
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
募
集
記
事
は
一
団
体
に
つ
き
年
度
2
回

ま
で
と
し
、
連
続
で
の
掲
載
は
で
き
ま

せ
ん
。

○
申
込
者
は
団
体
の
構
成
員
と
し
、
指
導

的
な
立
場
の
人
は
除
き
ま
す
。

○
個
人
的
な
物
品
の
授
受
に
つ
い
て
は
掲

載
で
き
ま
せ
ん
。

○
原
稿
の
内
容
は
編
集
の
都
合
上
、
一
部

省
略
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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